
令和6年度当初予算の概要

1．予算編成にあたっての基本方針

2．予算規模

〇一般会計 （単位：千円）

会計名 予算額 比較増減 増減率

6,023,000 ▲ 507,000 ▲ 7.8

6,530,000 56,000 0.9

6,474,000 709,000 12.3

5,765,000 498,000 9.5

5,267,000 ▲ 15,000 ▲ 0.3

5,282,000 436,000 9.0

〇特別会計・企業会計 （単位：千円）

会計名 令和５年度 比較増減 増減率

国民健康保険事業 1,536,200 ▲ 93,800 ▲ 6.1

介護保険事業 1,346,300 ▲ 27,700 ▲ 2.1

後期高齢者医療 174,300 29,200 16.8

水道事業（収益的支出） 245,400 ▲ 6,600 ▲ 2.7

　　　　　　（資本的支出） 217,757 ▲ 55,357 ▲ 25.4

下水道事業（収益的支出） ※Ｒ6.4.1から公会計へ移行

　　　　　　　　（資本的支出） ※Ｒ6.4.1から公会計へ移行

238,800

162,400

453,800

294,013

　　令和6年度当初予算の編成にあたっては、下記４点を基本方針としました。

(１)安全安心な生活を実現する予算
　　町民が等しく幸福に暮らせ、将来に希望を持ち、安全安心な生活を実現できるよう町民の声を反映した予算。

(２)徹底した削減合理化の推進

　　本町の非常に厳しい財政状況を深く認識し、事業の抜本的見直しを実施しながら事業の縮小・廃止、実施時
　期を検討。

令和２年度

令和元年度

令和６年度

1,442,400

1,318,600

203,500

(３) 重点施策を明確にした予算編成

　　第６次総合計画「しあわせホームタウン」、第２期総合戦略、各種事業別・個別計画に盛り込まれた施策につ
　いて、優先順位をつけて予算化。

(４) 国・県の施策の有効活用
　　国・県支出金やその他財源の活用を検討し、一般財源、基金の取り崩しを極力抑制した予算。

年度

一般会計

令和６年度

令和５年度

令和４年度

令和３年度
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3．一般会計の概要

〇歳入 （単位：千円）

科目 令和５年度 比較増減 増減率

町税 1,474,305 ▲ 34,101 ▲ 2.3

譲与税・交付金 445,828 94,824 21.3

地方交付税 1,790,000 33,700 1.9

国庫支出金 715,714 113,474 15.9

県支出金 458,865 ▲ 5,110 ▲ 1.1

繰入金　　※1 224,762 33,874 15.1

町債　　　※2 160,200 70,000 43.7

その他 1,260,326 ▲ 813,661 ▲ 64.6

計 6,530,000 ▲ 507,000 ▲ 7.8

※１の内訳（科目存置を除く） （単位：千円）

財政調整基金 地域福祉基金 15,000

ふるさとづくり基金 学校建築基金 21,100

公共施設等整備基金 都市農村交流基金 4,000

長岡今朝吉福祉基金 減債基金 8,583 258,635

森林環境譲与税基金 アスカ教育基金 10,400

※２の内訳

臨時財政対策債
公共施設等適正管理推
進事業債

33,800

道路整備事業債
学校教育施設等整備事
業債

24,200

都市計画事業債 防災基盤整備事業債 23,100 230,20051,200

5,900

8,500

7,152

（単位：千円）

11,700

86,200

258,636

230,200

446,665

6,023,000

118,000

60,000

令和６年度

1,440,204

540,652

1,823,700

829,188

453,755
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4．主要事業の事業費と概要　（第６次総合計画分野別） （単位：千円）

1 町道整備事業 201,727

2 狭あい道路後退用地等整備事業 4,570

3 橋梁の維持補修 13,200

4 住宅リフォーム補助 2,000

5 公園整備事業 拡充 101,100

6
幹線交通対策事業
（上信電鉄）

18,814

7
幹線交通対策事業
（デマンドタクシー）

10,959

8 住宅団地造成事業 (64,000)

1 農業経営収入保険加入促進助成金 1,500

2 ふるさと甘楽仕送り便 1,340

3 甘楽ふるさと館施設整備事業 拡充 83,043

4 林道整備事業 41,938

5 観光イベント事業 拡充 10,167

6 若年者ふるさと就職支援事業補助金 拡充 2,550

農業経営の安定化を図るため、収入保険制度に加入した農業者に対して
助成金を支給。3年間限定で加入を推進（３年目）
補助対象経費の１／２　上限50,000円×３０名

親元を離れて暮らす甘楽町出身の学生に、町内農産物や加工品を贈り、
学生の生活支援、生産者支援を実施
1００人想定　　年2回発送

サービス向上のため石油給湯器交換や客室エアコン清掃点検を実施す
るほか、安定した施設運営のための委託費を増額
（前年度比　19,431千円増）

山間地の連絡道路としての役割を担う林道・作業道の維持補修工事等を
実施（稲含高倉線、芳の元線、大平線など）

町発足６５周年記念事業として、武者行列、花火大会、もみじウォーク、ア
ンブレラスカイなどを内容を拡充して開催するほか、プロレス興行を新たに
実施。

若年者の雇用拡大と町への定住促進、企業の採用を後押しするため補
助金を交付（前年度比　50万円増）
企業への交付…大学・短大卒25万円×5名　　高卒10万円×4名
本人への交付…10万円×９名

生活環境の向上と地域経済の活性化を図るため、リフォーム経費の20％
（子育て世帯30％、上限20万円）を補助

大手門周辺の公園整備工事をはじめ、旧福島幼稚園舎の解体工事を実
施（前年度比　24,000千円増）

地域の公共交通である上信電鉄の維持管理、運営、輸送に係る経費の
一部を県・沿線市町村で補助

交通弱者の足の確保及び交通空白地域住民のセーフティーネットとして
の役割を果たすため、デマンドタクシーの運行を実施（前年度比　1,021千
円増）

住宅用地の供給のため、土地開発公社が造成・分譲
（下井住宅団地・大日住宅団地）

★活力ある産業を育みにぎわいのあるまち 農林業・商工業・観光など

★住みたい・住み続けたいまち 土地利用・住環境・道路・企業誘致
交通・公園など

町道生板木・小幡新町線の道路新設に伴う道路詳細設計を委託するほ
か、スマートインターチェンジへのアクセス道路（白倉地区）の道路拡張工
事などを実施

　道路の後退用地において、町が適正に整備・管理できるよう制度化する
ため、用地測量と舗装整備を実施（2年目）

橋梁の長寿命化を図るため、鵜野神社橋、百々瀬橋、赤谷戸上橋の補
修設計業務を委託

3



7 企業誘致促進事業補助金 15,500

8 土地改良事業 拡充 58,470

9 生分解性マルチ補助事業 　 500

10 有害鳥獣対策事業 2,000

11 農地リフォーム事業 500

12
有機農業産地づくり推進事業
（オーガニックビレッジ推進事業）

　 8,870

13 農地利用効率化等支援交付金 1,200

14 観光キャンペーン事業 拡充 5,633

15 新商品研究開発支援事業 900

16 森林経営管理制度実施事業 5,500

17
ぐんま緑の県民税基金事業
（荒廃林整備・管理）

2,498

18 創業支援事業 拡充 3,850

生産の効率化に取り組む等の場合、必要な農業用機械・施設の導入に
係る経費を一部補助

3月から5月を「観光キャンペーン」として、重点的に観光PRを実施するとと
もに、令和６年度から春と秋に３大パーク等をめぐるシャトルワゴンを運行
（シャトルは２年目）　（前年度比　2,959千円増）

①町の物産品等の開発に取り組む事業者に対して、研究開発経費の一
部を町独自で支援（上限50万円×１件）
②ぐんまDX技術（新技術・新製品開発）補助金として、県と町の連携支援
により、その研究開発経費の一部を補助
（上限80万円（県40万円、町40万円）　1件

手入れの行き届いていない森林について、町が森林所有者から経営管理
の委託を受け、林業経営に適した森林は、林業経営者に再委託するとと
もに、林業経営に適さない森林は町が公的に管理するため、境界区域測
量や事前調査を実施

ぐんま緑の県民税基金を活用し、荒廃林整備と里山の管理を実施

町内における新たな創業を促すとともに、新規事業者の育成や雇用を創
出するための支援を実施。事業継続に取り組む店舗等を対象に器具購
入及び改修費用等の一部を補助
（前年度比　1,750千円）

新規進出企業及び規模拡大企業に対して固定資産税相当額や下水道
受益者負担金相当額を交付

農業生産の向上に向け、運搬や作業の効率化のための農道整備（田口
地区）をはじめ、作付けに必要となる用水の供給・排水のための農業用水
路の整備・更新を実施。（前年度比　36,183千円増）

農作業の省力化、軽労力化などを目的として、微生物の働きにより分解さ
れる生分解性マルチの補助を実施（２年目）

有害鳥獣対策として、電気柵等の購入に係る経費を補助
（上限１０万円×20件  ２年目）

荒廃農地の解消を目的に、障害物の除去、伐根整地等の補助を実施
（２年目）

みどりの食料システム戦略推進交付金を活用し、有機農業産地づくり推
進事業を実施。有機によるオリーブの木の植栽、有機野菜のPR、学校給
食に有機野菜を使用するなどし、有機農業を推進（２年目）
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1 可燃ごみ処理委託 113,850

2 可燃性粗大ごみ処理委託 1,265

3
住宅用太陽光発電設備蓄電池
設置補助金

1,000

4 電気自動車の購入 2,661

5 まちづくり定住応援金 拡充 7,800

6
固定資産税評価替等に伴う土
地評価業務

8,569

7 エルタックス導入システム改修 　 1,223

8 空き家対策 3,000

9 奨学金返還支援助成金 3,000

10 移住支援事業補助金 2,000

11 交通安全施設設置 拡充 1,815

12 防犯対策事業 6,994

13
県道改良関連工事及び単独配
水管布設工事

(90,000)

14 公営企業会計移行支援業務 (4,200)

15 管路音聴調査 新規 (10,010)

16 雨水浸水想定区域図策定 新規 (7,546)

地元要望や通学路交通安全プログラムを踏まえ、カーブミラーなどの交通
安全施設を設置（前年度比　300千円増）

地元要望を踏まえ、ＬＥＤ防犯灯を設置（3３,000円×１０基）するほか、防
犯灯の維持管理費

県道の道路改良工事に伴い、配水管の布設替え工事を実施するほか、
老朽化した石綿管の更新工事を実施

公共下水道事業及び農業集落排水事業が令和6年4月から公営企業会
計へ移行することから、その移行後における支援業務を委託

令和9年度から農業集落排水の善慶寺国峰地区を公共下水道に編入す
るための管路音聴調査を実施

集中豪雨等に浸水が想定される区域を把握し、早期の対策を図るため、
雨水浸水想定区域図を策定

新たに住宅を取得した人に応援金を交付
応援金：１２万円×６５戸　（前年度比　1,050千円増）

令和6年度固定資産税評価替等に伴う土地評価業務を委託

令和７年稼働予定の2輪車の電子化等に対応するためシステムの改修を
実施

空き家の除去、リホームに係る補助金を交付するとともに、令和5年度から
空き家の片づけ費用の一部を補助
①除却補助金　（4/5補助、上限50万円×３件）
②リフォーム補助金（1/2補助、上限50万円×２件）
③片付け補助金（上限10万円×５件）　　　（2年目）

若者の定住や町内企業の活性化を図るため、奨学金を返還する社会人
に対して年間最大12万円、5年間助成

首都圏からの移住者に対して補助金を交付。（単身60万円、世帯100万
円、18歳未満の子ども1人につき100万円を支援）

★笑顔で暮らせる環境にやさしいまち 自然環境・循環型社会・上下水道
地域安全・移住定住など

富岡市清掃センターへの焼却処理委託

定住自立圏協定により富岡市清掃センターへ処理委託（４年目）

温室効果ガス削減対策として、太陽光発電設備蓄電池の設置者に補助
金を交付（上限５万円）　（２年目）

環境への配慮と災害時に非常用電源として活用するため、電気自動車を
購入（２年目）
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17 下水道遠隔監視装置の切替 (4,200)

18
地域おこし協力隊インターン事
業

拡充 3,619

19 地域おこし協力隊事業 拡充 58,949

20 コンビニ交付事業 新規 9,309

1 学童保育所の運営 拡充 18,443

2 結婚新生活応援助成金 3,000

3 家庭子育て世帯応援金 3,255

4 病児・病後児保育事業 　 12,238

5 ファミリーサポートセンター運営事業 182

6 放課後子ども教室運営 6,795

7
認定こども園・保育園への運営
体制補助

18,443

8
認定こども園・保育園への給付
費（施設型給付費）

351,494

9 小・中・高入学応援金 新規 14,500

10
学校給食費無料化
※給食費納入金の減収分

(40,926)

11
第２子以降の保育料無料化
※保育所児童受託料の減収分

(7,500)

「めぶきの森かんら」「かんら保育園」の保育体制充実のため、給食費・延
長保育・一時預かり事業などを補助（３年目）

「めぶきの森かんら」「かんら保育園」等、町内在住の園児が通園している
町内、町外の教育・保育施設への運営費補助。国が定めた子ども一人あ
たりの教育・保育に通常要する費用から利用者負担額を差し引いた分を
給付（３年目）

小学校、中学校、高校へ入学する児童生徒を対象に入学応援金を支
給。（令和５・６年度は国の交付金を活用、令和7年度より町単独で実施）
（令和7年度就学児が対象　小：80、中：100、高：110人）

子育てに伴う負担を軽減するため、小学校及び中学校の児童生徒の給
食費を無料化（３年目）

子育てに伴う家計の負担軽減のため、第２子以降の保育料を無料化（第
2子は３年目）

子育て支援として、学童保育所（３か所）を指定管理者として甘楽町社会
福祉協議会へ運営委託。令和6年度から同時利用2人目以降にかかる保
育料の半額補助を実施。

新たに婚姻した夫婦に対し、住居費、引越費用、リフォーム費用の一部を
補助。町の単独事業として、年齢及び所得要件を緩和し支給

保育所等に通っていない0歳から3歳までの子どもを家庭で子育てする世
帯に商工会商品券を交付　（2年目）

保護者の子育てと就労の両立支援のため、かんら保育園敷地内におい
て、病児・病後児保育事業を実施（2年目）

安心して育児や子育てができる環境づくりをサポート。定住自立圏構想の
構成市町村で共同運営

学童保育所と連携して放課後児童の安心安全な居場所づくりを推進

下水道マンホールポンプ場（８箇所）の遠隔監視装置の通信回線の切替
工事を実施

町の関係人口創出のため、新たに２０名のインターン生を受け入れ、地域
の魅力発見や地域活性化に取り組みます。（２年目）

地域の活性化や移住定住を目的として、現隊員6名に加え、新たに１０名
（合計１６名）の協力隊を受け入れます。
（前年度比　33,453千円）

自動交付機が終了となることから、令和６年１０月から住民票や印鑑証明
などをコンビニで取得できるよう整備します。
システム構築及び運用経費：8,829千円、交付手数料：480千円

★誰もがつながり支え合う地域福祉のまち 子育て・高齢者支援・地域福祉
社会保障・介護など

6



12 出産祝金 3,000

13 成人歯科健診委託料 拡充 792

14 医療用補整具購入費助成 拡充 240

15 帯状疱疹ワクチン予防接種費補助 拡充 1,160

16 個別予防接種事業 拡充 44,821

17 出産・子育て応援交付金 6,050

18 健康ダイヤル２４ 745

19 医療費の無料化 拡充 98,598

20 障害者自立支援 拡充 404,076

21 高齢者補聴器購入補助 新規 125

22 難聴児補聴器購入補助 拡充 110

23 定額減税補足給付金事業 新規 63,163

24 低所得世帯支援給付金 新規 15,872
物価高騰の影響を受けやすい低所得世帯に対する支援として、新たに住
民税非課税、住民税均等割となった世帯及び該当する子育て世帯へ給
付金を支給

4市町村合同による、24時間365日健康相談に対応

障害者、母子・父子家庭、高校生以下の子どもの医療費を無料化
※高校生世代の医療費は令和5年10月より県統一で実施
※母子・父子家庭の所得制限撤廃（令和6年1月より実施　2年目）

更生医療や生活訓練等、障害者が自立して生活するうえで必要な支援
を実施（前年度比　62,433千円増）

令和6年度から満65歳以上、身体障碍者手帳の交付を受けていない等
で、専門医から補聴器の装用が必要と認められた方への補助を実施。

令和6年度から難聴児に対して、補聴器本体の購入のほか、補助対象経
費に修理、交換を追加

国の施策である定額減税の減税額に満たない納税者に対して給付金を
交付。

歯科口腔保健事業の充実を図るため、20歳、30歳、40歳を対象に歯科
健診を推進（20歳、30歳は３年目、40歳は新規）

医療用ウィッグ等の補整具購入に係る費用を助成
（上限30,000円）　（2年目　前年度比　8万円増）

50歳以上を対象に帯状疱疹ワクチン予防接種費用を助成。令和6年度
から補助金を増額。（2年目）
（1回タイプ4,000円×40人、2回タイプ10,000円×2回×50人）

感染症から身を守り、安心して暮らせるよう予防接種の体制を整備し、接
種費を補助することで、住民の健康保持を支援します。令和6年度から新
型コロナウイルスワクチン接種を定期接種として実施。

妊娠と子育て家庭（0歳～2歳）を対象に、伴走型相談支援の充実を図る
とともに、妊娠・出生届の際に経済的支援を実施（2年目）
妊娠届：50,000円×60人
　※双子50,000円×１人（町単独）
出生届：50,000円×60人

子育てに伴う家計の負担軽減のため、児童1人につき50,000円相当の商
工会商品券を交付
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1 英語指導助手の配置 18,876

2 水泳指導 4,620

3 適応指導教室の運営 1,476

4 GIGAスクール・ICT教育 23,727

5 児童生徒用の机・イスの更新 3,482

6 特色ある学校給食の提供 拡充 53,500

7 校務支援システムの更新 新規 35,906

8 アレルギー給食の対応 5,082

9 ハルビン市交流事業 5,606

10 多文化共生事業 拡充 1,005

11 文化財の保護活用 2,500

12 さくらマラソン大会運営事業 9,959

13 図書館の備品購入 拡充 6,809

14 電子図書の導入 790

スマホやタブレット端末を利用し、24時間365日いつでも本を借りられるよ
う電子書籍を充実。読書が不自由な人への大活字機能、音声読み上げ
機能などのサービスを向上。ＧＩＧＡスクールでタブレットを持つ小中学生に
も読書を推進（３年目）

全ての児童生徒が給食時間を安全に楽しんで過ごせるよう、安全性を最
優先にアレルギーに対応した給食を提供（２年目）

友好都市交流を行っている中国・ハルビン市と下記の事業を実施
①第１２次ハルビン市青年使節団受入（1,963千円）
②第10次中学生国際交流研修団派遣（3,643千円）

外国人も同じ町民として住みやすいまちになるよう日本語教室の開催や
町のイベントへの参加などを通じて、多文化共生への理解を深める取り組
みを実施。さらに、手話言語にも対応できる多言語通訳システム（コトバ
ル）を1台新規導入
　（前年度比　790千円増）

コミュニティ助成事業を活用して地域の文化財等の維持保存に必要な経
費を補助（お祭り用品の整備　22区）

県内外から参加者を募集し、町の観光・物産等のＰＲを実施します。

図書購入及び研修室のテーブル、椅子を購入

子ども達一人ひとりに配布されているタブレットPCを活用しながら、資質・能
力を育成できるICT教育の環境を整備
小学校：14,298千円、中学校：9,429千円

小・中学校の老朽化した机とイスを6年計画で更新（3年目）。
①小学校　2,275千円　②中学校　1,207千円

有機野菜や地元の食材の使用を推進し、学校給食の日、群馬すき焼き
の日、交流国給食の日、町内企業の日（コルノマカロニ、めんたいパーク、
こんにゃくパーク）などの特色ある給食を提供（前年度比　1,667千円増）

小中学校の老朽化した教師用のパソコンを更新するとともに、教育関連の
情報共有等を図るための校務支援システムを更新します。
（小学校：23,447千円　中学校：12,459千円）

★豊かな心と自分らしさを育むまち
教育・生涯学習・スポーツ・国際交流
歴史・文化・芸術など

児童生徒の英語教育向上や国際理解教育を進めるため、4名の英語指
導助手ALTを配置

民間施設と専門指導員を活用して水泳指導を実施

不登校児童生徒への援助方法の一つとして、定住自立圏協定により、富
岡市と共同で運営（３年目）
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15 楽山園ＰＲ動画制作 新規 2,922

16 地域伝統芸能への助成 新規 1,250

17
長岡今朝吉記念ギャラリー企画
展

新規 1,100

町発足６５周年記念事業として、楽山園のＰＲ動画を制作

町発足６５周年記念事業として、地域の芸能・文化を継承する団体へ助
成金を支給

町発足６５周年記念事業として、長岡今朝吉記念ギャラリーにおいて、企
画展を開催。
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1 戸籍情報システム改修事業 拡充 14,636

2 高齢者スマホデビュー応援 300

3 選挙執行経費 14,436

4 災害用備品購入 1,074

5

公共施設の長寿命化と利活用事業
（個別施設計画及び公共施設等跡地
活用に関する報告書に基づく解体また
は改修）

新規 37,664

6 〃 新規 40,414

7 〃 新規 17,765

8 ふるさと納税事業 25,415

9 かんらの天水製造・活用事業 3,987

10 消防ポンプ自動車の更新 新規 30,882

11 デジタル専門人材の受入 新規 5,600

12 町発足６５周年記念事業 新規 2,117

13 地域魅力化事業 新規 6,005
地域の人々や未来を担う子ども達へ向けた講演会を開催するほか、若手
職員プロジェクトチームによる企画事業を実施。さらには、町の魅力化に係
る専門的なスキルをもつ人材を受け入れます。

新屋小学校プール跡地駐車場整備工事（設計・工事）

ふるさとづくり寄付金や企業版ふるさと納税の拡充を図るため、ふるさと納
税に係る返礼品、サイト掲載委託料等に係る経費を増額
（前年度比　9,548千円増）

かんらの天水の製造を通じて、災害への備えやイベント等での活用を図
る。さらに水源となる森林保全活動として、間伐と植林を推進。販売収益
の一部を備蓄品の購入やペットボトルの処理費用に活用

老朽化した消防ポンプ自動車を更新すると同時に、可搬ポンプを搭載す
る。（１－２部）

新たにデジタル専門人材を受け入れ、町のＤＸ計画を策定するとともに、
住民の利便性向上と業務の効率化を図ります。

町発足６５周年記念事業として式典、祝賀会を開催

戸籍とマイナンバーカードの紐づけを行うことで、行政手続きの簡略化と戸
籍の広域交付を可能にするため、戸籍システムを改修

60歳以上の方を対象にスマートフォンへの買い替えや新規契約した際に
補助金を交付するとともに、スマホ教室を開催してデジタル社会に取り残さ
れないように支援（３年目）
（3,000円×100人）

町長選　9,336千円
町議選　5,100千円

災害時に備え、土嚢袋、水防資器材、非常食などを購入

多世代サポートセンター外壁改修工事

小幡小学校校舎外壁補修工事（設計・工事）

★共創による持続可能なまち
地域づくり・行財政運営
地域安全・防災など
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